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第1条

第2条

(1)

(2)

(3)

(4)

第3条

第1款 437,473 千円

424,516 千円

12,955 千円

2 千円

第1款 399,518 千円

367,269 千円

30,548 千円

701 千円

1,000 千円

第4条

第1款 53,296 千円

33,800 千円

1 千円

1 千円

1 千円

14,006 千円

5,487 千円

第1款 233,871 千円

151,693 千円

82,178 千円

企 業 債

水道事業費用

特 別 損 失

第3項

議 案 第 11 号

営 業 外 収 益

平成31年度杵築市水道事業会計予算

年 度 末 給 水 戸 数

年 間 総 配 水 量

第3項

第1項

(業務の予定量）

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的支出額に

第2項

一 日 平 均 配 水 量 7,671

151,693

2,800,000

(資本的収入及び支出）

平成31年度杵築市の水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

㎥

＜支　　　　　　　　　　出＞

第1項

企 業 債 償 還 金

(総　　則）

第1項

第2項

営 業 外 費 用

予 備 費

第5項

建 設 改 良 費

資 本 的 支 出

＜支　　　　　　　　　　出＞

水道事業収益

第2項

第4項 補 助 金

第2項

7,254千円、過年度分損益勘定留保資金160,748千円で補てんするものとする。）

主要な建設改良事業

資 本 的 収 入

9,300 戸

㎥

千円

業務の予定量は、次のとおりとする。

(収益的収入及び支出）

収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

＜収　　　　　　　　　　入＞

対し不足する額180,575千円は、当年度分消費税資本的収支調整額12,573千円、減債積立金

営 業 収 益第1項

＜収　　　　　　　　　　入＞

工 事 負 担 金

固定資産売却代金

出 資 金

第3項

負 担 金第6項

第4項

特 別 利 益

営 業 費 用

- 1 -



第5条

千円

第6条

第7条

第8条

(1)

第9条

(1)

(2)

第10条

(1) 児童手当に対する補助金 500 千円

(2) 統合簡易水道に係る企業債利息に対する補助金 1,635 千円

第11条

(一時借入金）

第3条に定める「営業費用」と「営業外費用」との間。

一時借入金の限度額は、80,000千円と定める。

証書借入

限度額

(企　業　債）

(債務負担行為）

償還の方法

事　　項

債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

2020年度

期　　間

水道管路情報システム構
築業務委託

起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

次に掲げる経費については、その経費の金額を、各項間において流用することができる。

起債の方法

(議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

28,462

(他会計からの補助金）

起債の目的 限度額

水道設備工事費 33,800千円

政府資金については、その融資
条件により、銀行その他の場合に
はその債権者と協定するものによ
る。ただし、水道事業会計の都合
により据置期間及び償還期限を
短縮し、又は繰上償還もしくは低
利に借換えすることができる。

職員給与費

杵築市長

(各項における経費の金額の流用）

交 際 費

経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

平 成 31 年 2 月 28 日 提 出

たな卸資産の購入限度額は、10,000千円と定める。

（たな卸資産購入限度額）

一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、次のとおりである。

次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の

利率

5.0%以内（ただし、
利率見直し方式で
借り入れる資金に
ついて、利率の見
直しを行った後に
おいては、当該見
直し後の利率）

永　　松　　　　悟
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第1条

第2条

(1) 1 社

(2) 547,500 ㎥

(3) 1,500 ㎥

(4) 2 千円

第3条

第1款 22,388 千円

19,001 千円

3,387 千円

第1款 14,669 千円

11,698 千円

2,871 千円

100 千円

第4条

第1款 1 千円

1 千円

第1款 13,954 千円

2 千円

13,952 千円

営 業 収 益

(収益的収入及び支出）

第1項

第1項 建 設 改 良 費

企 業 債

資 本 的 支 出

繰越利益剰余金処分額375千円で補てんするものとする。）

資 本 的 収 入

＜支　　　　　　　　　　出＞

一 日 最 大 給 水 量

＜収　　　　　　　　　　入＞

＜支　　　　　　　　　　出＞

工業用水道事業費用

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する

収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

(資本的収入及び支出）

第1項

第2項 営 業 外 収 益

第2項 営 業 外 費 用

営 業 費 用

主要な建設改良事業

第1項

工業用水道事業収益

議案第 12 号

(業務の予定量）

給 水 事 業 所 数

年 間 総 給 水 量

平成31年度杵築市の工業用水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

平成３１年度杵築市工業用水道事業会計予算

(総　　則）

業務の予定量は、次のとおりとする。

額13,953千円は、過年度分損益勘定留保資金8,501千円、当年度分損益勘定留保資金5,077千円及び

予 備 費第3項

企 業 債 償 還 金

＜収　　　　　　　　　　入＞

第2項
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第5条

利率

5.0%以内（ただし、
利率見直し方式で
借り入れる資金に
ついて、利率の見
直しを行った後に
おいては、当該見
直し後の利率）

第6条

第7条

(1)

第8条

(1) 375 千円

杵築市長

次に掲げる経費については、その経費の金額を、各項間において流用することができる。

第3条に定める「営業費用」と「営業外費用」との間。

証書借入

政府資金については、その融資
条件により、銀行その他の場合
にはその債権者と協定するもの
による。ただし、工業用水道事業
会計の都合により据置期間及び
償還期限を短縮し、又は繰上償
還もしくは低利に借換えすること
ができる。

起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

一時借入金の限度額は、20,000千円と定める。

1千円
工業用水道施設工
事

(各項における経費の金額の流用）

(一時借入金）

限度額 起債の方法 償還の方法起債の目的

(企　業　債）

減 債 積 立 金

(利益剰余金の処分）

繰越利益剰余金のうち375千円は、次のとおり処分するものと定める。

永　　松　　　　悟

平 成 31 年 2 月 28 日 提 出
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議案第　 13 　号

第１条

第２条

(1) 138 床

(2) 48,012 人（入院患者数） 48,281 人（外来患者数）

(3) 3,048 人（訪問看護） 1,260 人（訪問リハビリ）

(4) 50 床

(5) 18,068 人（入所者数） 12,600 人（通所・訪問リハ、総合支援者数）

(6) 5,844 人（介護者数） 300 人（入浴者数）

第３条

第1款 2,863,265 千円

2,085,228 千円

316,474 千円

3 千円

48,087 千円

362,207 千円

26,428 千円

24,838 千円

第1款 2,863,265 千円

2,378,779 千円

25,573 千円

506 千円

39,840 千円

359,091 千円

32,774 千円

26,602 千円

100 千円

第2項 医 業 外 収 益

平成３１年度杵築市立山香病院事業会計予算

　(総　　則）

平成３１年度杵築市立山香病院事業会計の予算は、次に定めるところによる。

　(業務の予定量）

業務の予定量は、次のとおりとする。

病 院 病 床 数

病 院 年 間 患 者 数

老人保健施設年間利用者数

ﾍ ﾙ ﾊ ﾟ ｰ ｽ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ 利 用 者 数

　(収益的収入及び支出）

収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

＜収　　　　　　　　　　入＞

病 院 事 業 収 益

第1項

訪問看護 ｽﾃ ｰｼ ｮﾝ 利用 者数

老 人 保 健 施 設 病 床 数

医 業 収 益

第3項 特 別 利 益

第4項 訪 問 看 護 ｽ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ 収 益

第6項 老 人 保 健 施 設 収 益

第7項 居 宅 介 護 支 援 収 益

第8項 ﾍ ﾙ ﾊ ﾟ ｰ ｽ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ 収 益

＜支　　　　　　　　　　出＞

病 院 事 業 費 用

第1項 医 業 費 用

第2項 医 業 外 費 用

第3項 特 別 損 失

第4項 訪 問 看 護 ｽ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ 費 用

第6項 老 人 保 健 施 設 費 用

第7項 居 宅 介 護 支 援 費 用

第8項 ﾍ ﾙ ﾊ ﾟ ｰ ｽ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ 費 用

第9項 予 備 費
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第４条

第1款 221,477 千円

58,575 千円

2,700 千円

160,200 千円

2 千円

第1款 307,116 千円

124,657 千円

179,938 千円

1 千円

貸 付 金 2,520 千円

第５条

利率

第６条

　（各項における経費の金額の流用）

第７条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、各項間において流用することができる。

（１）第3条に定める「医業費用」と「老人保健施設費用」と「訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ費用」と

「居宅介護支援費用」と「ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ費用」との各項間

第3項 企 業 債

第4項

第1項 出 資 金

第2項 補 助 金

　(資本的収入及び支出）

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額

85,639千円は、過年度損益勘定留保資金で補てんするものとする。）

＜収　　　　　　　　　　入＞

資 本 的 収 入

固定資産売却収益

起債の目的 限度額 起債の方法 償還の方法

112,700千円

47,500千円

　医療機器整備事業

　介護サービス施設
　整備事業

＜支　　　　　　　　　　出＞

資 本 的 支 出

第1項 企 業 債 償 還 金

第2項 建 設 改 良 費

第4項

第3項 県費補助金返還金

　(企　業　債）

起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

5.0%以内（ただし、
利率見直し方式で
借り入れる資金に
ついて、利率の見
直しを行った後に
おいては、当該見
直し後の利率）

政府資金については、その融資
条件により、銀行その他の場合
にはその債権者と協定するもの
による。ただし、病院事業会計の
都合により据置期間及び償還期
限を短縮し、又は繰上償還もしく
は低利に借換えすることができ
る。

証書借入

　(一時借入金）

一時借入金の限度額は、300,000千円と定める。
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第８条

(1)

(2)

第９条

第１０条 重要な資産の取得及び処分は、次のとおりとする。

数量

　1.取得する資産 一式

一式

2台

提出

たな卸資産の購入限度額は、500,000千円と定める。

　（重要な資産の取得及び処分）

　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費を

その経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

職 員 給 与 費

交 際 費

　（たな卸資産購入限度額）

杵築市長　　　　　永　松　　悟

平成31年2月28日

種 　　　　　類 　　名    　　　称

器  械  備  品 医療機器

車両及び運搬具 病院・福祉ＳＴ用車両

老健空調建  　  　    物
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報酬

区　　分

本 年 度

前 年 度

比 較

区　　分

本 年 度

前 年 度

比 較

　改定日　平成３０年４月１日

平均昇給率

期末手当 △ 837

勤勉手当 △ 588

特殊勤務手当 △ 48

児童手当 △ 1,320

退職給付費 △ 51

その他の
増減分

△ 4,331 扶養手当 △ 1,092

住居手当 18

通勤手当 68

時間外勤務手当 △ 467

休日勤務手当 △ 14

（0.05月）

職員手当 △ 4,198 制度改定
に伴う増
減分

133 勤勉手当増額

その他の
増減分

△ 1,803 その他

4号給　　　6人

6号給　　　0人

8号給　　　0人

1.05％

（号給数）（職員数）

号給数
別内訳

2号給　　　0人

昇給に伴
う増加分

290

2. 給料及び職員手当の増減額の明細 (単位：千円）

区　分 増減額 増減事由別内訳書 説　　　明 備　　　考

給　　　料 △ 1,477 給料改定
に伴う増
減分

36 平成３０年度給与改定に伴う増額 平均改定率　0.13％　　　　　　　　

対象者　　　　7名

△ 48 △ 837 △ 455 △ 1,320 0 △ 51

84 7,617 5,168 1,800 0 2,882

301

△ 1,092 0 18 68 △ 467 △ 14

36 6,780 4,713 480 0 2,831

特殊勤務手当 期末手当 勤勉手当 児童手当 夜勤手当 退職給付費

（単位：千円）

職
員
手
当
の
内
訳

扶養手当 管理職手当 住居手当 通勤手当 時間外勤務手当 休日勤務手当

1,044 0 708 258 9,077 287

2,136 0 690 190 9,544

72 2

合 計 △ 1 △ 1,477 0 △ 4,198 △ 5,675 △ 1,511 △ 7,186

71,411

比
較

損益勘定支弁職員 △ 1 △ 1,482 0 △ 4,123

合 計 8 29,280 0 30,412

△ 5,605 △ 1,583 △ 7,188

資本勘定支弁職員 0 5 0 △ 75 △ 70

54,017 10,208 64,225

前
年
度

損益勘定支弁職員 7 25,106 26,744 51,850 10,164 62,014

資本勘定支弁職員 1 4,174 3,668 7,842 1,555 9,397

59,692 11,719

本
年
度

損益勘定支弁職員 6 23,624 22,621 46,245 8,581 54,826

資本勘定支弁職員 1 4,179 3,593 7,772 1,627 9,399

合 計 7 27,803 0 26,214

平成31年度　杵築市水道事業会計給与費明細書

1. 総　　括 （単位：千円）

区　　　　　分
職員数（人） 給　　　　　　　与　　　　　　費

法定福利費 合        計
特別職 一般職 給料 賃金 職員手当 計
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(円)

(円)

(歳)

(円)

(円)

(歳)

企 業 職 (2)
技能

労務職
技能

労務職
技能

労務職

企 業 職 (1)
主事 主事

主任 課長
技師 技師

7　　級

係長
主査

専門員

課長補佐
主幹

課長
課長補佐

主任技能
労務職

主任技能
労務職

（級別の標準的な職務内容）

区　　分 1　　級 2　　級 3　　級 4　　級

計 7 100.0

平成30年1月1日現在

7 　級

5　　級

計

6 　級 6 　級

3 　級

6　　級

7 　級

5 　級 5 　級

4 　級 7 100.0 4 　級

3 　級

2 　級 2 　級

1 　級 1 　級

計 8 100.0 計

4 　級 7 87.5 4 　級

7 　級 7 　級

6 　級 1 12.5

2 　級 2 　級

平成31年1月1日現在

1 　級 1 　級

3 　級 3 　級

5 　級 5 　級

6 　級

(3)級別職員数

区　　　　　分
企 業 職 (1) 企 業 職 (2)

級 職員数(人） 構成比（％） 級 職員数(人） 構成比（％）

高 校 卒 153,000 153,000 153,000 153,000

大 学 卒 187,200 187,200

平成30年1月1日現在

平 均 給 料 月 額 325,124

平 均 給 与 月 額

区　　　分 企　業　職　（1） 企　業　職　（2）
一 般 会 計 の 制 度

一般行政職 技能労務職

417,818

平 均 年 齢 44.3

(2)初任給 （単位：円）

3. 給料及び職員手当の状況

(1)職員一人当りの給与

区　　　　　　　　　　　　　　　　分 企　業　職　（1） 企  業  職  （2）

平成31年1月1日現在

平 均 給 料 月 額 318,074

平 均 給 与 月 額 379,196

平 均 年 齢 48.9

- 22 -



（Ａ） （人）

（Ｂ） （人）

（人）

（人）

（人）

（人）

（％）

備　考

住 居 手 当 同　　　　　じ

通 勤 手 当 同　　　　　じ

扶 養 手 当 同　　　　　じ

地 域 手 当 な　　　　　し

代表的な特殊勤務手当の名称 企 業 手 当

(8)その他の手当

区 分 一般会計の制度との異同 差異の内容

給料総額に対する比率（％）
0.00 0.00 0.00

(平成31年1月1日現在）

支給対象職員の比率（％） 0.00 0.00 0.00

(7)特殊勤務手当

区 分 全職種
代表的な職種

企業職(1) 企業職(2)

一般会計の制度 24.58688 33.27075 47.709 47.709
・定年前早期退職特例措置
　（2％～45％加算）
・職務の級等による調整額の加算措置

その他の加算措置

支 給 率 等 24.58688 33.27075 47.709 47.709
・定年前早期退職特例措置
　（2％～45％加算）
・職務の級等による調整額の加算措置

(6)定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

区　　　　　分
20年勤続

の者
（月分）

25年勤続
の者

（月分）

35年勤続
の者

（月分）

最高限度
（月分）

一 般 会 計 の 制 度 2.125 2.325 4.45 有

前 年 度 2.125 2.275 4.40 有

12月(月分）

本 年 度 2.125 2.325 4.45 有

比率　（Ｂ）　/　（Ａ） 75.0 100.0

(5)期末手当･勤勉手当

区 分
支 給 期 別 支 給 率 支給率計

(月分）

職 務 上 の 段 階 ・
職 務 の 級 等 に
よ る 加 算 措 置

備 考
6月(月分）

8 号 給

昇 給 に 係 る 職 員 数 6 7

号 給 数 別 内 訳

2 号 給

4 号 給 6 7

(4)昇給

区 分 本年度 前年度

職 員 数 8 7

6 号 給
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Ⅰ 重要な会計方針に係る事項に関する注記

1 資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品 先入先出法による原価法によっている。

2 固定資産の減価償却方法

⑴ 有形固定資産

・ 減価償却の方法

 定額法による。

・ 主な耐用年数

 建物 30～65年

 構築物 10～78年

 機械及び装置 6～25年

 車両運搬具 5年

 工具器具及び備品 5～10年

⑵ 無形固定資産

・ 減価償却の方法

 定額法による。

3 重要なリース取引の処理方法

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理によっている。

4 引当金の計上方法

⑴ 退職給付引当金

　職員の退職手当の支給に備えるため、当事業年度末における退職手当の期末要支

給額に相当する金額のうち、一般会計が負担すると見込まれる金額を除く額を計上

している。

⑵ 賞与引当金及び法定福利費引当金

　職員の期末手当・勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に備えるため、

当事業年度末における支給（支払）見込額に基づき、当事業年度の負担に属する額

（12月から3月までの4か月分）を計上している。

⑶ 貸倒引当金

　債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率等による回収不能見込額を

計上している。

5 消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方法によっている。

Ⅱ 予定キャッシュ・フロー計算書等に関する注記

該当なし。

Ⅲ 予定貸借対照表等に関する注記

 企業債の償還に係る他会計の負担

　貸借対照表に計上されている企業債（当該事業年度の末日の翌日から起算1年以内に償還

 予定のものも含む）のうち、一般会計が負担すると見込まれる額は 239,985,269円である。

Ⅳ リース契約により使用する固定資産に関する注記

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る未経過リース料相当額

Ⅴ その他の注記

　　1 引当金の取崩し

 ⑴賞与引当金の取崩し

    　平成31年度において、期末手当・勤勉手当を支給するため、賞与引当金

　 4,148,000円を取り崩す予定である。

⑵ 法定福利費引当金の取崩し

　  　平成31年度において、賞与引当金を取り崩して支給する期末手当・勤勉手当に係る

  法定福利費を支出するため、法定福利費引当金 874,000円を取り崩す予定である。

⑶ 貸倒引当金の取崩し
    　平成31年度において、債権の不納欠損による損失に対し、貸倒引当金 275,749円を
  取り崩す予定である。

１年内 2,212,272円

１年超 8,849,080円

注記事項

計 11,061,360円
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工業用水道事業会計
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山香病院事業会計
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（単位：円）

5,206,163,734

20,025,000

△ 3,179,380,964

9,906,350 2,026,782,770

2,026,782,770

4,373,860

1,170,000 4,373,860

4,373,860

19,558,199

19,558,199

2,050,714,829

854,006,717

392,550,000

△ 5,050,000 387,500,000

15,975,000

1,257,481,717

3,308,196,546

795,430,377

6,576,166

700,859,058

1,502,865,601

124,656,856

5,162,856

94,300,000

116,047,791

13,100,000

353,267,503

575,419,618

△ 381,709,502

193,710,116

2,049,843,220

1,886,361,637

1,886,361,637

154,745,040

782,753,351

628,008,311

1,258,353,326

3,308,196,546

欠 損 金 合 計

資 本 合 計

負 債 ・ 資 本 合 計

6. 剰 余 金

(1) 資 本 剰 余 金

(2) 欠 損 金

資 本 金 合 計

(1) 長 期 前 受 金

収 益 化 累 計 額

繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

( 資　本　の　部 )

5. 資 本 金

(1) 資 本 金

5. 繰 延 収 益

(1) 企 業 債

(2) リ ー ス 債 務

(3) 未 払 金

(4) 引 当 金

(5) そ の 他 流 動 負 債

流 動 負 債 合 計

4. 流 動 負 債

資 産 合 計

( 負　債　の　部 )

3. 固 定 負 債

(1) 企 業 債

(2) リ ー ス 債 務

(3) 退 職 給 付 引 当 金

流 動 負 債 合 計

流 動 資 産 合 計

2. 流 動 資 産

(1) 現 金 預 金

(2) 未 収 金

貸 倒 引 当 金

(3) 貯 蔵 品

固 定 資 産 合 計

（ 内 リ ー ス 資 産 ）

減 価 償 却 累 計 額

（ 内 リ ー ス 資 産 ）

有 形 固 定 資 産 合 計

(2) 無 形 固 定 資 産

（ 内 リ ー ス 資 産 ）

無 形 固 定 資 産 合 計

(3) 投資その他の資産

投資その他の資産合計

(1) 有 形 固 定 資 産

平成30年度　杵築市立山香病院事業予定貸借対照表
（平成31年3月31日）

( 資　産　の　部 )

1. 固 定 資 産
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（単位：円）

5,367,844,734

20,025,000

△ 3,348,635,784

20,025,000 2,019,208,950

2,019,208,950

2,563,088

0 2,563,088

2,563,088

28,065,042

28,065,042

2,049,837,080

872,203,910

395,010,000

△ 5,010,000 390,000,000

15,000,000

1,277,203,910

3,327,040,990

840,927,288

3,586,000

704,044,161

1,548,557,449

114,703,089

2,990,166

87,300,000

121,111,970

13,800,000

339,905,225

637,943,618

△ 457,818,628

180,124,990

2,068,587,664

1,886,361,637

1,886,361,637

154,745,040

△ 782,653,351

△ 627,908,311

1,258,453,326

3,327,040,990

欠 損 金 合 計

資 本 合 計

負 債 ・ 資 本 合 計

6. 剰 余 金

(1) 資 本 剰 余 金

(2) 欠 損 金

資 本 金 合 計

(1) 長 期 前 受 金

収 益 化 累 計 額

繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

( 資　本　の　部 )

5. 資 本 金

(1) 資 本 金

5. 繰 延 収 益

(1) 企 業 債

(2) リ ー ス 債 務

(3) 未 払 金

(4) 引 当 金

(5) そ の 他 流 動 負 債

流 動 負 債 合 計

4. 流 動 負 債

資 産 合 計

( 負　債　の　部 )

3. 固 定 負 債

(1) 企 業 債

(2) リ ー ス 債 務

(3) 退 職 給 付 引 当 金

流 動 負 債 合 計

流 動 資 産 合 計

2. 流 動 資 産

(1) 現 金 預 金

(2) 未 収 金

貸 倒 引 当 金

(3) 貯 蔵 品

固 定 資 産 合 計

（ 内 リ ー ス 資 産 ）

減 価 償 却 累 計 額

（ 内 リ ー ス 資 産 ）

有 形 固 定 資 産 合 計

(2) 無 形 固 定 資 産

（ 内 リ ー ス 資 産 ）

無 形 固 定 資 産 合 計

(3) 投資その他の資産

投資その他の資産合計

(1) 有 形 固 定 資 産

平成３1年度　杵築市立山香病院事業予定貸借対照表
（2020年3月31日）

( 資　産　の　部 )

1. 固 定 資 産
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